
一貫作業システム等の概要の説明を熱心に聞く参加者 

 

質
疑
で
は
、「
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
事
業
体
が
儲

か
る
仕
組
み
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
」

「
経
費
が
ど
の
く
ら
い
変
わ
る
の
か
。
」

「
継
続
的
に
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
情

報
共
有
し
て
も
ら
い
た
い
。
」
な
ど
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
回
の
現
地
検
討
会
を
通
じ
て
、
多

く
の
林
業
関
係
者
が
国
有
林
の
取
り
組

み
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
引
き
続
き
検
証
等
を
行
い
、

林
業
技
術
の
向
上
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

（
＠
ぐ
ぅ
） 
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森林のたより 
も      り 

後半も多数の質問があり、関心の高さが印象的でした。

一貫作業システムの部では、多数の質問がありました。 

９
月
２０
日
（
木
）
世
附
国
有
林
に

お
い
て
、
当
署
主
催
の
現
地
検
討
会

を
開
催
し
、
神
奈
川
県
や
県
内
の
市

町
の
林
務
担
当
者
、
林
業
事
業
体
、

近
隣
森
林
管
理
署
職
員
等
８９
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

ま
ず
、
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
部

で
は
、
当
署
職
員
よ
り
今
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム

の
概
要
説
明
を
行
っ
た
後
、
実
際
に

作
業
を
行
っ
て
い
る
林
業
事
業
体
の

現
場
代
理
人
よ
り
感
想
や
課
題
等
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

内
容
と
し
て
、
「
作
業
で
使
用
す
る

機
械
は
、
当
初
０
．
２
５
立
方
メ
ー
ト

ル
で
実
施
し
て
い
た
が
大
径
木
に
は

歯
が
立
た
ず
、
途
中
か
ら
０
．
４
５
立

方
メ
ー
ト
ル
に
変
更
し
た
。
最
低
で
も

こ
の
ク
ラ
ス
の
重
機
が
必
要
」
な
ど
の

感
想
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
後
半
の
下
刈
・
シ
カ
柵
等
の

コ
ス
ト
低
減
の
部
で
は
、
当
署
職
員
よ

り
当
署
で
実
施
し
て
い
る
下
刈
状
況

調
査
や
斜
め
張
り
シ
カ
柵
の
活
用
に

よ
る
捕
獲
事
業
の
検
討
状
況
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
。 

 コスト低減に向けた現地検討会を開催しました。 


